









































































































































































































帰朝したのか、約五 六年間に及ぶ法華山寺で遂行された松橋本『覚禅鈔』の書写活動を挟んで、数年の後に高野山へ移り實融などに松橋本『覚禅鈔』を書写させたのか、という疑問をも含めて、そ 一連の行動 背景がほぼ的確把握できることに っ である。
慶政は、頼賢にとって「ヲヂ御前」に当たる縁戚関係に
あったことが明らかになり、初めて頼賢が慶政の法華山寺を舞台にして入宋・帰朝すること なっ 経緯が見えてきたので り、資金的な問題も含めておよ 推測できることになったのである。その入宋の理由の主要 点が師成賢の遺志の成就にあ 成賢の切望した「下醍醐」への宋版大蔵経の奉納という一大事業を、並み居る嫡流の院家を前に頼賢は師になり替わり「實賢」を導師にして見事に果たしたのである。約五、 六年間に及ぶ法華山寺で遂行された松橋本『覚禅鈔』 書写活動をも含めた一連の動きが、実は
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（甲田宥吽氏「意教上人傳攷」に、この時期の宝治元年（一二四七）七月一日『自誓受戒記』に「比丘頼賢」の名があること指摘あり） 、高野山上（安達氏とのゆかりか）に拠りどころを見出したことで、 「証道房実融」をめぐる人々に 「意教上人が入宋し大蔵経を将来し醍醐寺に収 たしかも實賢を導師にして供養が行われた」という随心院蔵『証道上人集作』所収口伝が辛うじて残されたことは確かである。宇都宮啓吾氏は智積院蔵『醍醐祖師聞書』について「本書の「頼賢伝」 （頼賢の入宋と法華山寺慶政治 の関係）は意教流、特に、東寺地蔵院流覚雄方相承の中にお
いて伝えられていたものと考えられる。また、本書が、家原寺聖教の一つであることから、家原寺を拠点とした律家側の資料として文章家されたものと考 」と記しておられる。頼賢・思融などの法系に伝来した口伝と考えるべきであろう。
即ち、この両資料は、 「実賢―良胤―良含―静基」の血













































• 嘉祿二年（一二二六）東大寺僧秀恵、東大寺八幡経巻第一書写、 「比丘尼成阿弥陀仏此経勧進之根源」 と。 （～安貞二年〈一二二八〉迄に書写完了か）
• 安貞二年（一二 八）道家、 家実に変わり関白になる。
• 寛喜元年（一二二九）夏、東大寺八幡経を納める御経蔵造営の為の勧進始まる（～仁治 年〈一二四 〉迄）
• 寛喜三年（一二三 ） 月十二日、後の四条天皇、誕生。
• 九月十九日、醍醐寺成賢、七十歳にて入滅。これ以降
頼賢は遁世、慶政の峯堂に居住。




• 嘉禎二年（一二三六） 、法隆寺藏『法華義疏』の表装替えを行う。 「唐本御影」の表装替えも同時に行われたか同年（一二三六）夏、 了行、 宋より帰国 『観音玄義科』を将来。頼賢もまた、この頃に 入宋・ 朝か。
• 嘉禎三年（一二三七）正月 近衛兼経、九条道家の娘仁子を妻に迎える。三月、道家 兼経に摂政を譲る。
• 嘉禎三年（一二三七）行遍、東寺四長者。
• 寛元元年（一二四三）この頃より意教上人頼賢、慶政ゆかりの西山法華寺（法華山寺）にて『覚禅鈔』書寫を始め、寶治元年（一 四七）頃まで書寫（萬徳寺本により確認。 『佛教美術研究上野記念財團助成研究會
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報告書「図像蒐成」Ｈ～Ｖ』 ） 。寛元四年（一二四六）後嵯峨天皇、 後深草天皇に譲位、院政を始める。六月九日、宮騒動。七月将軍頼経、京都へ追放。執権経時、執権職を時頼に譲る。経時没。十二月、行遍、大僧正に昇補。寶治元年（一二四七）近衛兼経、再度、摂政とな十二月、実賢 二長者補任。行遍、三長者へ。寶治合戦、三浦 族 上総千葉氏秀胤ら滅亡。安達景盛主導か（実賢が醍醐寺僧として百年ぶりに東寺一 に就任できたのは、その効験に対する朝幕の配慮あり、との平雅 氏の説あり） 。叡尊像胎内『自誓受戒記』に「頼 」の名あり。十八代伝法院座主定親、失脚（宝治合戦 三浦氏との縁）十一月、十九代座主に教禅（覚瑜の弟子）補任。
• 寶治二年（一二四八）朝廷側、行遍を、寺務 法務四月、護持僧とする。十二月、實賢、一長者に補任。同月二十九日、高野山の本末騒動により行遍は東寺寺務職を止められる。おそらく、寛元二年以降、宝治二年十二月二十九日までに行遍、東寺へ宋版一切経（宣陽門院御所持之御経）を奉納か。
• 寶治三 ・建長元年（一二四九）九月 日 実賢、入滅（七十四歳） 。
• 建長三年（一二五一）正月、泰胤卒。足利泰氏、 「自由出家」 。十二月、了行・矢作左衛門尉らの謀反事件。建長四年（一二五二）慶政 憲靜勧進の『四分律刪繁補闕行事鈔』に捨財。建長四年（一二五二）二月二十一日、道家、逝去。
　
かくて、中世のある時期に醍醐寺の寺域内には、最低二


















































 丁宥〈一〉 〈二〉 〈四〉 〈八〉 〈十〉 、 宥〈三〉 〈五〉〈七〉 〈九〉 、
　
丁宥刊〈六〉 〈十一〉



































































































紙背に捺されている。中図で捺さ たものと ては、開元寺版には「開元経紙」の朱長方印かおり、 東禅寺版には、 「東禅」 （單廓と無廓）の朱方印、 一部の経巻に「能仁禅寺大蔵」の黒長方印が、この順序で捺されている。又、 「東禅大蔵」の朱長方印の二種と朱方印も存し、朱長方印の一種は紙背に捺され、別に「東禅染経紙」の朱長 と 皿サの朱方印ち存する。 「東禅染経紙」 「ルヤの文字からは、黄染の料紙が東禅寺版専用の料紙として漉き出されていたことが知
られる。 「開元経紙」からも開元寺版専用の料紙が漉き出されていたことが考えられる。
日本に伝来してから捺されたものに、 「醍醐寺」の黒長

















































































































































首に単枠方印「能仁禅寺大蔵」 、 下に単枠方印「東禅」 。
１板２面眉上横向きに単枠「 （削り消つ） 」 （５・０×２・
１糎） 、おそらく「醍醐寺」と。 」
天理大学附属図書館蔵『大寶積経』巻第一百七を醍醐寺

































































「集」 ） 『弘明集』巻第五の十一板である。十一板の書誌情報は「 ［捨銭刊記］安撫使賈侍郎捨」 「 ［刻工名］茂」 「 ［版心刻注記］丙辰」 「 ［印造印］福州東禅寺経／生林受印造
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本源寺蔵宋版一切経・金沢文庫蔵宋版一切経のいずれにおいても、 「丙辰」という時期 「江茂」が東禅寺 大蔵経の補刻事業に係わっていることの確認がとれるのである。非「能仁禅寺」旧 の系列の大蔵経の刷印に携わった者（印工、一般的 は刷り手）にも「林受 いたのである。 『宗鏡録』巻七十一の二点の刷印時期はほぼ同時期、少なくとも三、 四十年の隔たりは想定しがたいものことも疑いない。
これらの情報に、中国のネット上に出現した『宗鏡録』
巻七十一の情報を加えるならば、ある時期 醍醐寺の寺域内に、最低二点の東禅寺版『宗鏡録』巻七十一（しかも同版でほぼ同一時期の刷印に係 ）が存在していたことが確実になった。一点は、全体の約六分の一を超えて形成される分量の、 「能仁禅寺」旧蔵の大蔵経の内の 点で現在は
中国のネット上に公開されており、 一点は「能仁禅寺大蔵」印の無い約六分の五の分量を占める非「能仁禅寺」蔵の現醍醐寺蔵の一点である。
このように、ａで検討した如く、少なくとも鎌倉中後期






載して、副題に「 〈旧稿の補遺を兼ねて〉 」と たのだが、ここに更に補遺を加える。次 よう 結びに対する補遺である。　「以上、王公祠堂本という紹興壬午の奉納施入記が存す
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る東禅寺版大蔵経の印面・破損・補写について検討し、ほぼ同じような印面・破損・補写の状態を『四分律含注戒本疏行宗記』などで示した。書陵部蔵『四分律含注戒本疏行宗記』は、東寺蔵『四分律含注戒本疏行宗記』より後刷りであるが、かなり近い頃の摺りで、およそ嘉熙二年（一二三八）以降の間もない頃に刷られたか、と推定できるもの 。刊行時期 り既に百有余年はゆうに経っており、その間に補写・補刻・入れ木などなど、様々な修が行われてきたのである。王公祠堂本 東禅寺版 大般若経もまた、紹興三十二年に至る間にほぼ板 の補刻は全面にわたり、その補刻葉に既 検討したよう 破損・補修が行われていたことになる。 」 （
49頁）
とりわけ「書陵部蔵『四分律含注戒本疏行宗記』 （ 『行宗
記』と略称）は、東寺蔵『四分律含注戒本疏行宗記』より後刷りであるが、かなり近い頃の摺り 、およそ嘉熙二年（一二三八）以降の間もない頃に刷られたか、と推定できるものである。 」という一文には、そ 後 複数個所の印面に対する熟覧調査の機会を得て補訂の必要が生じたのである。
書陵部蔵『行宗記』の天地横の界線、即ち匡郭部分には
多くの切れ・割れが生じ、幅約０・２糎ほどの空白が顕著に認められる。それら 界線の切れ目が、 東寺蔵『行宗記』





















（２０１６年度和漢比較文学会特別例会『和漢比較文学研討会・論文集』 〈二〇一六年八月二十一日、於台湾大学〉 ） 、同「延慶書写時の延慶本『平家物語』へ至る一過程―実賢実融：一つの相承血脈をめぐって―」 （ 『アジア遊学・根来と延慶本「平家物語」 』近刊予定） 、同「中世聖徳太子伝記と成阿弥陀佛―橘寺と速成就院を起点として―」 （ 『説話文学研究』
52号
　
近刊予定）があり、 併せて御参照頂ければ、
幸である。
（まきの
　
かずお・実践女子大学教授）
